











Practice of Sex Education and Transformation of Consciousness about Sex 
Yuichi KITAZONO 
The objective of sex education is to help and support young people伽 ough社団irmental， physical and moral 
development. At puberty也巴 problemsof prevention， as well as sexual behavior.ヲ sexCOnSClOUSn巴sand sexually 
仕組問U恥 ddiseases， are getting more and more serious. At our school血e1st students w巴regiven intensive 1巴C旬res
on sexαlucation (2hrs x5=10hrs in the second ter.m ) by a p出t-tlm巴 teacherof血巴 m巴dicin巴 dep征tm巴ntat 
Kagoshima Universi守 m 血eschool years 2005 and 2006. Before the first lectureラ aquestionnaire on sexual 
consciousness was conducted and the findings helped to plan and consider吐leclass. When al血electures were 
finished， the same questionnaire was conducted again to investigateせlechanges in吐leirconsciousness. It covered 
questions about consciousness of sexual equality， male-female role， mar.riage and s巴xualintercourse. According to 
the questionnaires before and after th巴class，也巴r巴W巴resom巴differenc巴sbetween血巴 sexes.How巴ver，considering 
仕1巴rewere some insignificant changes， itis necessary to reconsider what to teach 
This paper presents血esex education class carried out in the school years 2005 and 2006 and the changes in the 
studentsラsexconsciousness before and after白巴class











































年度 平成 17年度 平成 18年度
期 事前 事後 事前 事後
性別 男'女 男・女 男・女 男'女
M 39 ・1 40 ・1 36 ・0 37 ・0
E 36 : 5 35 : 5 38 : 3 39 : 0 
S 39 ~ 2 ' 39 ~ 2 ' 41 ~ 2 ' 41 ~ 2 ' 
32 : 9 32 : 9 33 : 6 33 : 7 
C 36 : 5 37 : 5 ' 40 I1 38:。








































































































































































































































































































































































































~ 平成 17年度 平成 18年度事前 事後 事前 事後
とても思う 16% 21% 17% 20% 
まあまあ思う 24% 31% 24% 24% 
普通 36% 28% 41% 36% 
あまり思わない 18% 18% 15% 14% 
全く思わない 6% 2% 3% 6% 
























































































(学年全体) ，. 事後調査 ~ 
表3 結婚前の性交渉はあっても良いと思う(学年)
~ 平成 17年度 平成 18年度事前 事後 事前 事後
とても a思う 17% 19% 20% 12% 
まあまあ思う 35% 34% 24% 27% 
普通 42% 36% 48% 44% 
あまり思わない 5% 9% 7% 10% 
全く思わない 1% 2% 1% 7% 



























































~ 平成17年度 平成18年度事前 事後 事前 事後
とても思う 32% 35% 25% 24% 
まあまあ思う 22% 23% 20% 26% 
普通 38% 37% 45% 38% 
あまり思わない 5% 3% 7% 7% 
全く恩わない 3% 2% 3% 5% 

















































る" 体育科教育 2007.8 
6) r現代保健体育J 大修館書庖 2007 
7) r最新保健体育J 大修館書庖 2007 
8) 日本性教育協会:“「若者の性」白書~第6回青少
年の性行動全国調査報告~" 小学館 2007.6 
《 資料 1 ) 
JJl代役虫で同町hに関するjl明細2 がj首IJII陥1何にあり.~者怠社会開凶になるものまであηます. 4医学でも




1) 問W~ (兄弟 ・姉妹3体何人いるが'1( I全，.トも合的γ級交.，-<t'六いL {!J.J 人 tr: λ』
2) 現11:.彼氏または鍛立がいるか? ( いる ・ いない M
3) 男itと立tは平噂だと思う.
( とてb思う ・ まあまあ思う ・ 時泊 ・ 2ちまη忠ねない ・ 全く忽わない}
4 ) 今はまだ。:品牲が女性よりも有利だと思う.
{とてもm号 ・ まあまあ思う ・ 普通 ・ あまり忠りない ・ 全く思わな" ) 
5) 今は主性的Ii!..うが埠時.よ世も干i清lだと思ラ.
tとても思う ・ まあまあ思う ・ ~迎 あ壁η思むない ・ 全く思わない }
晶まり !~tねない 全くI.l!.ねない J
あE置η且(わない 全く)!!.わない}
あまり忠ねない 全〈忽わな"' I 
あまり忠むない ・ 全〈思nt~l' ) 
畠まり!('，むない ・ 全く)!!.ねない}
ω 91性は 途ーにf:l:'Jlにがんばる培うが良りと思う.
(とても思う ・ まあまあ思う ・ 骨溺
7) 男性同.家事 ・育児に携わ志ほうが良いと思う.
tとても!.!う ・ まあまあ思う ・ 世泊
S) 女性は.家1fT.fr児に鼎念才るほうが良いと!.!!.う.
(とても思う ・ まめまあ患う ・ 曹溺
日) ((性は仕事苦がんばるほうが良いと思う.
{とてゐ思う ・ まあまあJ思う ・ 世泊
I () 先錨)~鋤曹は良いと1J.I，う，
(とても以う ・ まあまあA.l!.う ・ 韓迎
J J) 1まい者向土の結節は.それぞれ由向車があれば畠いと!ll.う.
fιても思う ・ まあまあ思う ・ 時過 ・ あまり忠わない ・ 全〈忽わない 》
J 21 苦 1.ti同士内相姉も.事飯田技成が高ヲたほうが白いと思う.
(とても思う ・ ま品まあ思う ・ 普趨 ・ あまり思わない ・ 全く忠わない}
J 3) 京臓の庇対があっても 好者向 tであれば結婚しても血いと思う.
fとても!i!う ・ まあまあ忽う ・ ~泊 あまりi目、bない 全くI.l!.わない p
J 4) tM目前の性交捗はあってもIミいと思う‘
fとても思ヨ ・ ま晶まあ，}~う ・ 辞滴 あまり忠わない 全く思わない 》
J 5) 避婚は当然だと思う.
1 とても思う ・ まあまあ旦!? ・ 4事泊 あまり忠わない ・ 全く思わない }
J 6) 子どもは向人放しいと思うか ( V人 ・ I人 ・
? ??
